
S A B C
大項目別

（年度計画を
上回って実施）

（年度計画を
十分に実施）

（年度計画を十分に
実施できず）

（年度計画を
実施せず）

Ⅰ　教育・研究等の質の向上 1 51 6 0 58 89.7% (93.2%)

１　教育 1 25 2 0 28 92.9% (86.2%)

２　学生支援 0 12 1 0 13 92.3% (100.0%)

３　研究 0 7 1 0 8 87.5% (100.0%)

４　地域貢献産学連携 0 7 2 0 9 77.8% (100.0%)

Ⅱ　業務運営の改善・効率化 0 6 1 0 7 85.7% (100.0%)

Ⅲ　財務内容の改善 1 5 0 0 6 100.0% (100.0%)

Ⅳ　自己点検・評価 0 2 0 0 2 100.0% (100.0%)

Ⅴ　その他 0 3 0 0 3 100.0% (100.0%)

合　　計 2 67 7 0 76 90.8% (94.9%)

Ⅳ　まとめ

　【自己評価結果の分析】 

　【今後の展望（課題）】 

公立大学法人埼玉県立大学　平成２６年度　業務実績報告書の概要
～法人化５年目の実績、中期目標（H２２～H２７）の達成に向けたH２６年度の取組成果～

Ⅲ　中期目標４つの数値目標の達成状況平成２６年度業務実績報告書における自己評価結果一覧

計
S・Aの比率

(H25実績値）
数値目標

目標設定時
（Ｈ２０）

Ｈ２６実績値
（Ｈ２５実績値）

１　進路決定率
　（目標：１００％） 94.3% 9７.７%

(96.2％)

２　県内就職率
　（目標：６０％） 50.6% 5３.9%

(54.9%)

３　科研費採択
　（目標：３０％増
　　＝５７件）

44件 6５件
(64件)

４　自主財源比率（※）
　（目標：５ポイント向上
　　＝４２．３％）

37.3% 4４.１%
(43.6%)

※実績値は（運営費交付金＋自主財源）を収入とし、目標設定時
  は（一般財源＋自主財源）を収入として算出した。
  また、退職手当や高額備品などの特殊経費は考慮外とした。

Ⅰ　年度計画を上回って実施している項目（S評価）

①情報センター及び電子ジャーナルやデータベース利用法の講習会
   の開催 （年間延べ受講学生数：１６０人以上）(26)

  →講習会の実施：受講生延べ３９０人

②科学研究費等の獲得、受託事業・研究の推進、学生納付金及び
   財産貸付料の確保（資産の運用管理）(71)

   →大学間連携共同教育推進事業の採択や外部資金の獲得など
　　により自主財源比率４４．１％を達成

Ⅱ　年度計画を十分に実施していない項目（B評価）

＜主なもの＞
①推薦入学等の入試制度の見直し(8)
　→各学科による入学者選抜方法と入学後の成績及び卒業後の
　　進路調査等を踏まえて見直しを検討中

②新たな修学支援制度の実施(32)
　→減免制度の拡充により全額免除者が増加した結果、新たな
　　修学支援制度の対象者が減り、制度の利用者がいなかった。

③企業等からの受託研究・共同研究を実施(49)(55)
　→問い合わせは目標数である10件を超えていたが、学内の倫
　　理審査で慎重な対応を求められるなど、年度内契約が困難
　　な案件があった。実施結果9件。

④教員の能力・意欲を高めるための教員評価制度の再構築(63)
　→６月の試行を経て新たな教員評価基準を決定したが、理事
　　会での指摘を反映させるに至っていない。

　Ｓ評価が2/76項目（2.6％）、Ａ評価67/76項目（88.2％）で
あった。Ｓ評価とＡ評価の合計の比率は昨年度を下回った。
（94.9％→90.8％）
　Ｂ評価ではあるが、推薦入試は新たな基準を設け、減免制度
では全額免除の拡充など改善されたものもある。

　大項目〔Ⅰ〕教育・研究等の質の向上では、推薦入学制度の見
直しや教員負担の平準化といった項目でＢ評価が見られた。
　また、中期目標４つの数値目標のうち、進路決定率は過去最高
となったが、県内就職率について昨年度を下回る結果となった。
　中期計画最終年に向け、さらに一層努力する必要がある。
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